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南 極 観 測25周年 記 念 号
『南極資料』創刊号の時か ら今 日まで
永 田 武
日本の南極観測も25周年を迎えた.こ の25年間.我 が
国の南極観測事業と南極科学研究のいろいろな面に関係
してきた私にとっては感慨深いものがある.私 と南極 と
の長い間のかかわ りの中には,記 録にはっきりと残され
ているものもいくつかある.その一つが 『南極資料』で
ある.
『南極資料』の第1号 は1957年12月に発行され,発 行
元は文部省となっている.編集委員長は私,そ れに,'木
下是雄,力 武常次,吉 川虎男,渡辺兵力の4君 が編集委
員として参加し,この5人 で編集委員会を構成 していた
わけである.南極資料第1号 の内容を見ると,当時の松
永東文部大臣,茅 誠司南極特別委員会委員長,お よび緒
方信一・大学学術局長による創刊の辞や序文に続いて,3
篇の南極観測報告と1篇の学術論文がのせられている.
その上,白 癩廠著 『南極記』中の科学的報告の英訳第1
回分と東オ ングル島地形図が附録にしてある.3篇 の南
極観測報告書は,第1次 観測隊の地理,地 質,地形測量
の3部 門の成果報告書であ り,また,学術論文は,小 玉
正弘君が宗谷船上観測で得た宇宙線中間子,中性子両成
分の緯度効果に関する研究報告であった.
日本の南極観測報告の第1号 だというので,編 集委員
一同大いにバリきった記憶がある.南極観測隊長に指名
されて以来,あ わてて過去の南極遠征記録や南極科学の
報告書を手あた り次第,に わか勉強していた私は,そ の
頃 『南極記』もは じめて通読し得た次第であった。白癩
隊の南極大陸における行動はある程度知られていたが,
その成果については国際的にはもちろん,国 内でも全く
といってよいほど知られていなかった.外 国語に才能の
ある上田誠也君に頼んで,白癩南極記中の科学的報文の
英訳を南極資料に連載するという企画は私自身の発案で
あった.
『南極資料』は創刊当時より,年平均3冊 のベースで発
行しようという方針が現在まで続いている.昨年(1981
年)9月 発行の分が第73号であるから,そのベースは大
体守られてきたことになる.しかし,1冊 のページ数は
年と共に次第にふえてきている.第1号 は44頁,第2号
は56頁,……,そ して第73号は303頁である.第1号 発
行のころ,文部省の担当官であった岡野澄学術課長は,
「この南極資料は学術誌 で はなく,南極観測事業の報告
書なのだから,そのつもりで」 と編集委員会を牽制 して
いた.私 自身がひそかに英国の"POLAR　RECORD"誌
のはるかに上を行 く我 が　"ANTARCTIC　RECORD"
誌を作 りあげる夢を持 っていたことを見抜かれていたの
かもしれない,国立極地研究所が 『南極資料』の編集,
発行の責任を持った第48号までの47冊の南極資料には
『日本南極地域観測隊の報告』 という副題の文字 が表紙
に大きく印刷されていた.一種の妥協の結果である.文
部省発行の最後の南極資料,第16号91頁の内容は学術論
文6篇,南 極観測報告1篇 という構成であった.
第17号(1963年)から,南極資料は国立科学博物館か
ら発行されることになった.科学博物館に先づ極地課が
でき,それが極地研究部に昇格し,やがて極地研究セン
ターにまで発展 したからである.それと同時に,表紙裏
に常に印刷されていた南極資料編集委員会の名簿は抹消
されることとなった.多 分,学 術誌的な形態の匂いをな
くす為の措置であったのだろう.その頃,南 極資料編集
委員会には前記の5名に加えて地質学の立見辰雄君と気
象学の守田康太郎君とが加わっていた.南 極学会編集委
員会 とでも呼べ そうな顔 ぶれであったことは事実であ
る.こ うして,し ばらくの間,あ まり民主的でない南極
資料編集組織が続いていたのであるが,中 身の方は着実
に レベル上昇を続けていた.そ の当時既に極地科学関係
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現 在 の 昭 和1,L!・地
南極観測25周年記念事業
一 南 極 観 測25周 年 記 念 祝 賀 会 開 か る 一
昭 和32年永 田 隊 長 に 率 い られ た 第1次 観測 隊 に よ り,
南 極のiicオン グん島 に 「11「{和jiC'地」 をr"」,1'IL..て以 来,四
半 世紀 に あ た る昭 和57年1月291|,南極地 域 観 測251、tlfl,一
を1記念 す る祝 賀 会 が .東京 飽 田J.のりご.茶会 鮪;}こ:おい て盛 人に
開 か れ た.
祝賀 会 は,遠 山 敦f'支川;省匡[1祭学 術 課 長 の 司1セで進 め
られ,南 極地 域 観 測 統 「↑推 進 本 部1.乏の ほ か,来 賓 の挨 拶
カt多数1タ)り,.二、トしま...ご.のbUi貝ljl:家立1,乗 組1£1し/J)ごまカ.,.文ド訂:
省,防 衙 庁 な ど の 関 係 者辛り500名 が 出 席 し た.
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一「南極観測二十五年史」の発行一
文部省は,「南極観測二十五年史」を発行した.25年間
にわたる日本の南極観測事業の実施体制,観 測活動,輸
送,国 際鶴丸 予算などについて各分野毎の経過概要を
述べ,資 料編では,関係法令,会 議,隊員等関係者名簿,
予算,出 版物などをまとめて示している.総真数:532,
印刷.:大蔵省印刷局,定 価:5,000円,政府刊行物サー
ビスセンター等で発売 してお ります.
一 「南極 の科学」 シ リーズの発行一
当研究所員を中心として,所 外の南極研究者の協力の
もとに,過 去25年間の日本南極観測隊による科学観測の
成果を中心に,南 極の科学の各分野についてとりまとめ
ることとなった.内 容はできるだけ多くの人に読んでも
らうため,高 度に専門的にはならないが,科学的に価値
あるものを目ざしている.今年から3年計画で分冊形式
で発行され,各 巻は:総 説,超 高層大気とオーロラ,気
象 ・海洋,雪 と氷,地学,南 極隅石,生 物,南極の人の
科学,資 料篇の全9巻 から成 り,近く"生物"が 発行さ
れる.
一記念映画の作成一
南極観測25周年を記念 して作成する記録映画は,それ
を目的に設営一般隊員として23次越冬隊に参加 している
プロカメラマン鹿野賢三氏の撮影する越冬記録を中心と
して.昭和58年度に制作する予定である.映画の構成に
ついては,当 所の極地観測記録映画作成委員会において
何度 も検討され大筋が決定されたが,基 本的には 「隊員
の行動を通 して南極観測を描き,小中学生にも理解でき
る啓蒙的映画」を目ざしている.
映画作成の為に専門家を越冬隊に派遣するのは日本南
極観測隊では初めての試みであり,出来映えが期待され
る,またこの映画の上映によって南極観測を身近かに感
じ,理解する人達がすこしでも増えることを願いたい.
地点だった.し か し連続砕氷で進めたのは,2日間だけ。
1月3日からは最密水域に遭遇し航行は不可能 となり,
昭和基地 へ一番機が飛んだのは翌4日 である.23次隊
長,艦 長の他,隊 員は,22次隊の熱烈な歓迎を受けた.
しか し,その後の氷状は悪く船は進めない.一時はヘリ
コプターによる完全空輸はできないのではないか とあや
ぶまれた.
1月18日.じっと氷状の好転を待っていた"ふじ"は,
ようや く密水域を脱出した.長 い長い待機であった.船
は,基 地まで20マイルの距離に接近し本格的空輸にはい
った.
昭和基地は,.久しぶ りに活気ずいた.た った20数名だ
けだったのに,ヘ リコプターによって次々に新しい顔が
運ばれてくる.砕岩機に使 うコンプレッサーの音が島じ
ゅうに鳴 り吝く.新発電棟の基礎工事が始まったのだ.
真新 しいヤッケ姿がまだ板につかない23次隊員だが,仕
事の引継 も始まっている.2月1日 からは.すぺてのこ
とを自らの手でやらなければならない.
みずほ基地にも雪上車力ミ向かっている.見 返り台を1
月14日に出発 した.西 尾隊員を リーダーとする総勢8名
の旅行隊である.
昨年よりやまと山脈で観測を続けていた旅行隊は,1
月16日みずほ基地にもどった.こ の調査旅行中,133個
の隅石がみつけられた.気 水圏部門では,採 氷帯,堆 雪
帯,モ レーン帯での境界層観測,低 層 ゾンデ観測などが
実施された.セ ロンダーネ山脈の航空写真撮影も昨年に
引き続いて行われた,み ずほ基地に滞在してい る隊 員
は,23次隊の到着後,3日 間の予定で無人観測点M2の
データ回収を実施する.見返 り台に帰ってくるのは,2
日頃になる.
一"ふ じ"国 内巡航 の際 のパネル展示一
南極観測の実態を一般に理解していただくため,昨 年
の秋,``ふじ"の国内巡航の際に寄港地において,日本南
極観測のあゆみ,調 査.・研究活動,越冬生活等をパネル
展示により紹介し,見学者の関心を集めた.
南極観測隊便り
一算22次越冬隊 ・第23次観測隊の近況一
昭和基地をめざしていた"ふ じ"は,昨 年の12月31日
氷海に進入を開始 した.昭 和基地の北.約115マイルの
見返 り台でみずほ基地向けの物資を集積する23次隊
マクマー ドサウン ドにおける地学的研究
昨 年 度 に引 き続 き,エ レバ ス火 山 の地 震 活 動 を観 測 す
るた め 渋 谷,寺 井(極 地 研),岡 山(北 大)の3名 が11年
月23日マ クマ ー ド基 地 に 入 った.通 称 、IMESSと呼 ば れ
るエ レパ ス火 山 の 国際 協 同 観 測 の ア メ リカ側 の 参加 者 は
Phylip　Kyle他3名,二a－ ジ ラ ン ドはRay　Dlbble他
1名 で あ った,　IMESSの 目的 は,よ り多 く,よ り精 度
よ く火 山 性地 震 の 震源 分 布 を 求め る こ とに 尽 き る.こ の
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ことはしかし設営及び保守の面で大がか りとなるため簡
単なことではない.ア メリカが山頂及び山腹にテレメー
ター観測点を設置し,日本が記録再生システムを担当 し,
ニュージランドが冬期の保守を行 うという当初の分業の
合意に基づいて1980年度より観測が始まったが,初 年度
は7ケ 月間地震活動がモニターされている,図1は 高波
ら(地震学会講演予稿集,1981)による夏期間の観測に基
づく震源分布だがエレバス山頂付近だけでなくロス島の
比較的広範囲に震央が分布 しているのが注目される.と
ころでこの震源分布は用いた平均的なP波 速度(仮にPv
と書 く)が小さいほど山頂を中心とした方向に凝縮 して
分布する.　Pvは山体を構成する物質が多孔質であるほ
ど,又部分溶融の度合いが大きいほど小さくなる,エ レ
パス火山のPvは 現在のところ1.5km/sと考えられて
いるが,これは海水のP波 速度に近 く,有 珠山のPv～
3.Okm/sと比較 しても異常に小さな値と言ってよい.
今年度はテレメータ ・ー2点を増設 して5点 とし,更に
夏期間5点 の臨時観測点を山腹に配置して理想的には2
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～10kmスパンを持つ10点が同時に動 くように観測設計
を行った.現 実には様々な制約の結果,図2の ような観
測点配置とな り,8点以上が同時に動いている期間が9
日間と短くなったのが残念 であ るが,12月の1ケ 月間
に,512箇の地震が検知され,7-8点でP波 初動 が 明瞭
な地震が約80箇,4-5点で明瞭なものが約200箇データ
集録されている.冬期間にむかう現在テレメーター5点
が稼動 しているが,電 池が劣化するまでに更に約500箇
の精度のよい震源が追加できると期待される,現在の と
ころは"と ら狸"で あるが解析により期待される事柄を
いくつか示す.(1)図3は火口での爆発地震の例だが,
この時震源位置,発展時は精度よく求められる.そ うす
ると火口から各観測点までのPvが 求められ,方 向依存
性が調べられ る.(ii)図4は遠地地震の例であるが,こ
の時各観測点に対 し波は垂直下方から入射すると考えて
よく,ス コット基地(海 抜～Om)を 基準として各観測
点高度のPvが 求められる.(iii)別プロジェクトが ロ
ス海で爆破を行ってお り,そのいくつかは参照できる.
(iv)以上述べた事から第一近似的なPvが 確定するだ
ろう,(v)7-8点でP波初動が明瞭な地震をgeephysical
inverse　problemとして処理すれぽPvの 第二近似と精
度のよい震源が同時に決定できるだろう.(vi)こうして
求められたPvを 用いて比較的精度のよい震源が最終的
に約700箇求められるであろう.次に残された課題を示
す.図1か らわかる通 り,山頂に対 し北東及び南東斜面
に観測点がない.南 東側は地形が悪 くむつか しいが,北
東側は設置ができる可能性がある.今回は悪天候.ヘ リ
の故障が重な り設置できなかったが海氷が開 く前の11月
上～中旬をねらえば設置できるかもしれない.ヘ リが露
岩にお りられさえすれば,20分以内に臨時観測点が設置
できて特別の保温なしに,機器が正常動作することが今
回確かめられたので,テ レメーターと臨時観測を うまく
併用すれば,82年度は全体 としてもっとよりよい観測網
で多点観測ができると思われる.
包需t
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シンポジウム報告
一算4回 極域気水圏シンポジウムー
昭 和57年1)120日よ り22fiまで の3日 間,当 研 究 所 講
堂 に お い て 当研 究 所 主 催 の シ ンポ ジ ウ ムが 開 か れ た.発
表 論 文48編,出 席 者90名に 及 ん だ.3年 に わ た る 「南 極
域 気 水 圏 観測 計画(POLEX-South)」中,第20次,21次
観 測 隊 に よ る成 果 が発 表 され た.カ タパ 風(斜 面 滑 降 風)
域 に お い て実 質 上活 動 して い る唯 一 の 基 地 「み ず ほ 」 で
の 境 界 層,放 射 観 測 の 解 析 が,カ タバ 風の 実 態,カ タパ
風域 で の 放射 特 性 を 明 ら か に し つ つ あ る.ま た,本 年
1982年よ り始 ま っ た 「中 層 大 気 観 測 計画(MAP)」 の南
極 大 気 組 成 に 関 す る発表,23次 隊 よ り始 ま る 「東 ク イー
ンモ ー ドラ ン ド研 究 計 画」 の 雪 氷 に 関 連 した 発 表 な ど も
あ った.
講 演 論 文は,当 研究 所発 行 の"Memoirs　of　National
Institute　of　Polar　Research,　Special　Issue'　に 掲 載 さ
れ る 予定 で あ る.
プ ロ グ ラ ム
1月20M(水)
挨 拶 国立 極 地 研 究 所 長 永 田 武
1寒 地.1:学 座 長 束 晃(北 大 ・低 温 研)
L21次 隊 の メカ ニ カル ドリル とそ の 後 の 改 良
鈴 木 義 男(北 大 ・低 温 研)
白石 和 行(極 地 研)
2.散 水 に よ る人 工 氷 飛 行場 作成 の昭 和 基 地 に:}sける
`,J能性
中尾 正義(北 大 ・工)
3.風 洞 実験 に よ る建 物 周 辺 の雪 の吹 きだ ま り予 測 と
昭 和 基 地 での 実 測
半 貫敏 夫,佐 藤 稔 雄,三 橋 博 巳(日 大 ・理 工)
ll　海 洋 ・海 氷 座 長 楠 宏(極 地 研)
1.北 極海 の3次 元数 値 モ デ ル
酒 井 敏(京 大 ・教 養)
今 脇 資 郎(京 大 ・理)
2.他 海域 と比 較 しての 南 極海 の渦 形 成 一 漁 場 環 境 解
析 の 為 に 一
福 岡二 郎,三 宅秀 男(北 大 ・水産)
楠 宏(極 地 研)
　 3.　On　a　cause　of　the　break-up　ofthe　fast-ice
　 near　Syowa　Station,　East　Antarctica　on　March　l8,
1980.
東 晃,　D.　J.　Goodman　(北大 ・T.)
川ll貞雄,前 晋 爾(極 地 研)
4.東 オ ン グル 島周 辺 の海 水 の 凍 結 過 程(1980年)
小 林 俊 一,石 川 信敬(北 大 ・低 温 研)
5
内藤 靖彦,川 目貞 男(極 地 研)
5.人 工 衛 星情 報 に よる海 氷研 究
小 野 延 雄(北 大 ・低 温研)
皿 氷 床 座 長 石 田 完(北 大 ・低 温 研)
1.氷 床 の 流 量 計 算 に お け る温 度 プ ロフ ァ イ ル の効 果
長 尾 正敏,中 尾 正 義,東 晃(北 大 ・.ll)
2.ヌ ナ タ クス周 辺 に お け る氷 床 内 部 流線 及 び 氷床 変
動
成 瀬 廉 二,橋 本 雅 之(北 大 ・低 温研)
3,ア イ ス レー ダ ー エ コーの 数 値 解 析
西 辻 昭,泉 達 司(北 大 ・応 電 研)
和 田 誠,前 晋 爾,楠 宏(極 地 研>
4.極 地 雪 氷 の 圧 密 速 度
海 老 沼孝 郎,前 野 紀 ・(北大 ・低 温 研)
5.氷 床[tにお け る環境 中性 子 の 役割
小 玉IE弘(1【|梨医 大)
6.ア ラ ン ・ヒ ル ズ裸 水 中 の 宇宙 塵
田澤 雄 二,神 山 孝.``10;(大'理)
野 」謙.一一(独協 医 科 大)
藤 井 理 行(極 地 研)
　 7.　Correlation　of　glaciation　anddeglaciation　be-
　 　 tween　Japanese　mountains　and　Antarctica
堀 江 正 治(京 大 ・琵 琶 湖 占環 境 実験 施1没)
　　　　　　　　C,　Sch1Uchter　(lnstitute　of　Founclation
　 　 　 　 　 　 　 　 Engineering　a dSoil　Mechanics,
　　 　　　　　 　　　 ETH,　ZUrich)
W雪 結 晶 ・降 雪 ・雲 座 長 若 浜.if.郎(北大 ・低 温 研)
L雪 の結 晶 の中 心 核 につ い て
菊 地 勝 弘,村 上 正 隆(北 大 ・理)
2.低 温 領 域 で成 長 す る雪 結 晶 の形 態
権 田 武 彦,小 池哲 也(東 理 大 ・理.1:)
3.昭 和 基 地 付近 の 降 雪 に つ い て
和 田 誠(極 地 研)
4.夏 季 北 極 層 雲 の 生 成過 程 の 数 値実 験
太 田 幸 雄(北 大 ・工)
Vδ1eo　 座 長 渡 辺 興亜(名 大 ・水 圏 研)
1.南 極 に お け る降 雪 の酸 素 同 位 体 組 成 と地 上気1趾に
つ い て
加 藤 喜 久 雄(名 大 ・水圏 研)
2.み ず ほ 基 地 に お け る飛雪 の酸 素 同 位体 組 成 に つ い
て
加藤 喜 久 雄(名 大 ・水圏 研)
藤 井理 行(極 地 研)
3降 雪 の 酸 素 同 位 体 組 成(δ180)の距 離 に よ る変化
率 一 南 極 と日本 との 比 較 一
極 ロ敬 二(名 大 ・水 圏 研)
1月21「1(木)
極 地 研
VI　大気循環 座長 中島暢太郎(京 大 ・防災研)
1.み ずほ基地における高層気象観測
川口貞男(極 地研)
小林俊一,石川信敬(北 大 ・低温研)
大畑哲夫(名 大 ・水圏研)
2,ラ ジオゾンデを用いた気象ロボットによるS16及
びFO(向い岩)における気温と風速の観測結果
松原廣司,上野丈夫(高 層気象台)
阪本孝広(気 象庁 ・高層課)
松原和正(秋 田地方気象台)
川 口貞男(極地研)
3.気 象衛兄による南極大気垂直温度分布の測定
田中信也,芳 野越夫(電 通大)
山内 恭,川n貞 男(極 地研)
4.宇 宙線による高層気温の推定
小玉正弘(山 梨医大)
和田雅美(理 研)
W組 成 座長 小川利紘(東 大 ・理)
　　　　　　　　　　Ly-a1.H20十hレー→OH*十Hを 用いた水蒸気測定法の
極域大気中における使用について
村林 成(名 大 ・水圏研)
山下喜弘(気 象研)
岩坂泰信(名 大 ・水圏研,極地研)
和川 誠,山 内 恭,平 沢威男,川 目貞男
(極地研)
小林喬郎(福 井大 ・工)
2.大 気rl1微並成分の赤外分光器による検出
牧野行雄,村 松久史,広 田道夫,佐 々木徹
(気象研)
3.吸 光法による中性大気微量成分の観測
柴崎和夫,鈴 木勝久,小 川利紘(東 大 ・理)
4.極 域大気ll,のN20濃度測定計画
岩坂泰信,寺 井久慈,小 林愛樹智
(名大 ・水圏研)
5.成 層圏NOt分 布の観測計画(第23次隊人気球実
験)
岩上直幹,小 川利紘,柴 崎和夫(東 大 ・理)
6.南 極における二酸化炭素観測(提 案)
田中正之(東 北大 ・理)
W話 題提供a座 長 小野 晃(名 大 ・水圏研)
L南 極大気中のエーロゾルの性状及び起源について
伊藤朋之(気 象研)
小野 晃(名 大 ・水圏研)
岩井邦巾(信 大 ・教育)
2.降 雪と飛雪の酸素同位体組成について
加藤喜久雄(名 大 ・水圏研)
b座 長 川1山 男(極地研)
6
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3.南 極の海氷上,カ タバ風帯,内 陸高原部での接地
気層の構造の違いについて
大畑哲夫(名 人 ・水圏研)
4,南 極氷床上大気の沈降流の評価
小林俊一,石 川信敬(北 大 ・低温研)
大畑哲夫(名 大 ・水圏研〉
川[「貞男(極」也研)
5.南 極みずほ基地における放射収支の特徴
山内 恭(極 地研)
コメント川[1貞男(極地研)
6.南 極昭和基地付近の海氷上熱収支
石川信敬,小 林俊.・(北大低温研)
大畑哲夫(名 大 ・水圏研)
川11貞男(極地研)
1月齋 座長 。中。之,。北Y、・m,)●
1.気 象衛星による リモー ト・センシングのための透
過関数の計算
伊藤誠吾,田 中信也,芳 野越夫(電 通大)
山内 恭,川 目東男(極地研)
2.新 しい放射計算方式の開発
田中正之,石 灰玉(東 北大 ・理)
3.氷 晶粒子の散乱特性
高野精秀(東 北大 ・理)
4.直 達n射 から見た南極みずほ基地における大気混
濁度 山内 恭(極 地研)
5,み ずほ基地の放射特性(1980年)
石川信敬,小 林俊一一(北大 ・低温研)
大畑哲夫(名 大 ・水圏研)
川1口;4〔男(極」也研〉
X境 界 層 座 長 小 林 大 二(北 大 ・低 温研)
1.・7tずほ 基 地 の 接地 気層 の特 性(n)
大畑 哲 夫(名 大 ・水圏 研)
和 田 誠,川 「1貞男(極 地 研)
2.低 い カ タパ 風 の 発達 過 程 に お け る 熱 の:唾直 混 合
小 林俊 一,石 川 イ、緻(北 大 ・低 温 研)
大 畑 哲 夫(名 大 ・水 圏 研)
川 口 貞男(極 地 研)
3.低 い カ タパ 風 の中 の シア ー不 安 定 に よ るili:力波 の
観 測
小 林 俊 一,石 川 信 敬(北 大 ・低 温 研)
大 畑 哲 夫(名 大 ・水 圏 研)
川 目 貞男(極 地 研)
4.南 極 大陸 上 で観 察 され た 波 状 雲
金 戸 進(札 幌 管 区 気 象 台)
5.サ ス ツル ギの 規 模,方 位 を 決 定 す る因.f'につ い て
大 畑 哲 夫(名 大 ・水圏 研)
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一大学院学生の受入れについて一
当研究所では,昭和56年度から大学院教育について受
託学生制度により大学院学生を1名受入れてお り,昭和
57年度も引き続き関係大学院あて公募を行なった.
公募の概要は下記のとおりである.
記
1.受 託学生の資格
極地科学及びこれに関連する分野を専攻する大学院
博士課程在学中の者
2.受 入れの期間
昭和57年4月から1年
3.研 究指導の題目等
研 究 分野 研 究 題 目 担 当 教 官
超高層物理学
オ ー ロ ラ現 象 論
平沢威男 教 授
福西 浩 助教授
鮎川 勝 助教授
極域波動現象論
平沢威男 教 授
福西 浩 助教授
江尻全機 助教授
磁気圏粒子運動
論 江尻全機 助教授
気象 ・雪氷学
南極氷床論|楠 宏 教 授
極地気象学|川 口貞男 教 授
極地海洋学1楠 宏 教 授
地 学
南極大陸地形 ・
地質構造論
吉田栄夫 教 授
神沼克伊 助教授
矢内桂三 助教授
南極大陸地下構
造論 神沼克伊 助教授
南極明石の岩石
学及び鉱物学 矢内桂三 助教授
生 物 学
南極海洋生態学 内藤靖彦 助教授
南極陸上生態学 松田達郎 教 授大山佳邦 助教授
極域植物分類形
態学
松田達郎 教 授
神田啓史 助教授
4,提 出期間
昭和57年3月1日
5.照 会
国立極地研究所管理部庶務課研究協力係
,来 訪 者く
12月8日　 Dr.　SHINN,　A.　(米国立科学財団深海掘削
計画局長)
12月14日～12月26日王 良璋氏(中 国科学院蘭州氷河
凍土研究所)
第22次隊月例報告
〈56年11月・12月〉
11月は全般的に天候が悪 く,また前月に引き続いて磁
気嵐もあって航空機の運用は充分ではなかった.しか し,
残 り少なくなった期間を利用しての地学 ・環境科学の野
外調査は急 ピッチで進められ,22日には,み ずほ ・やま
と旅行隊が出発 した.
12月も悪天候が続いて雪 目数は20日を数え,平均風速
や平均雲量はこれまでの最大を記録した.そ のため融雪
促進作業を旅行隊出発後の少ない人数で何度も繰返さね
ばならなくなり,23次隊の受入準備の遅れが心配された
がなんとか月末には完了した.
観測報告
環境科学:ア デリーペ ンギンの調査をルパン島のル ッ
カリーにおいて交尾時,産 卵時,抱 卵交代時,ヒ ナの艀
化時の4回実施 し,11月6日には1015羽を確認 している.
アザラシの調査では,tン グルカルペ ン島北西約3km
の地点ととっつき岬で幼獣死体を各1頭 ずつ採取 した.
また,航空機を使っては,ウ ェッデルアザラシセンサス
をかなめ島～ リーセルラルセン半島で,ア デリーペ ンギ
ンセンサスを リュツォ・ホルム湾地域で,皇 帝ペンギン
センサスを梅干岩 とり一セルラルセン半島で実施 した,
地学:海 底カメラの撮影は露光量の調整が難 しいが リ
=ツt・ ホルム湾,オ ングル海峡で各1回 成功した.ま
た,流 向 ・流速計をオングル海峡の2地 点で設置 し測定
した.航 空機を使っての観測は,リ ュツォ・ホルム湾地
域 とみずほ基地 ・サ ンダーコックヌナターク・霧岳で航
空磁気測量を実施し,沿岸及びセールロンダーネ山地で
航空写真撮影を実施 した.また,や まと山脈地域におい
ては,重 力測定と陽石探査及び関連調査,地 形及び堆積
調査,放射能探査等を実施 した.
設営報告
燃料消費内訳 単位:1
区 分
11月 12月
消費量 残 量 消費量 残 量
普 通 軽 油1・ 臥・46258,15716,83241,325
灯 油 3,870 6,332 1,753 4,579
みずほ旅行の際に,南極軽油 ドラム内の水 ・砂 ・異物
の混入が原因と思われる燃料の トラブルが多発 した.な
お,み ずほ基地まで鉄協2台 を使っての ドラム輸送も行
った.ま た,ホーバークラフ トの走行テス トを開始した,
23次隊の受入れ作業では,道 路の除雪 ・砂まきや夏隊員
宿舎の受入れ準備その他を実施した.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　fer　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure.
　 　　 　　 　　 　 　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 月 数　(Number　of　clear　days)
ミ
1【極地豆事典】
{全 天 ・ ・ ラ・.tt...「畷
、
、
昭 和 基地(Syowa:89532)
11月(Nov.)
一6 .6℃
0.5
-17.9
983.3
2.8
73
6.7
29.9(30,NE)
12月(Dec.)
一1
.8
6.0
-9.3
981.3
4.0
75
7,5
33.1(1,NE)
36.2(30,NE)41.6(1,NE)
6.87.2
5 5
み ず ほ基 地(Mizuho:89544)
11月(Nov.)12月(Dec.)
一25 .9
一9.0
-38.0
729.1
一19 .1
一9.7
-30.5
732.2
(Station　pressure)
9.7
21.9(30,E)
9.8
24.5(1,NE)
して,画 像鮮明度 ・天頂付近のオーロラ動 形撮 影 が 可1
・・記鵬 ・向上 ・・一・… 分博 … 歩・あ…{
極域の空を美しい色彩を伴って乱舞するオーロラは,
ローマ神話の``曙の女神"を語源(ギ リシャ神話は``エオ
ス")として.そ の美 しさは他にたとえるものがなく,光
と動 きがかなでる天空の交響曲ともいえる現象である.
全天カメラは,オ ーロラの運動と形態を連続的に撮影
する装置で,オ ーロラ現象研究上最も基礎的資料を提供
する観測機器のひとつ として貴重なものである.全天カ
メラによるt・一口ラ観 測 は,　IGY　(国際地球観測年,
1957-58)以後,学 術的国際協力の一環として昭和基地
をは じめ として多数の外国基地においても定常的な観測
1力篇 ㌶ ㌫ ㌶ 全天。、ラ観、1,装。、。 、6。皿
{
{　Bolex　movie　ameraに凸 面鏡 と カセ グ レイ ン鏡 を結 像
1系 として組a・ … 秒毎・5秒露・・・…1す… であ・
た が,1970年(JARE-11)に魚 眼 レ ンズ と35　mm　Auto・
max　cine・pulse　cameraを組 合 せ た 全 天 カ メ ラ装 置が,
レ ンズ ・カ メ ラ ・フ ィル ム等 の飛 躍 的 技 術 発 展 を背 景 に
1開 発 され た.35mm全 天 カ メ ラは,旧 来 の デ ー タに 比
■
　 　 　 Station
L.一.一..
ト1
.Sipl.e.
I　SouLh　Pote
i..一一...一 ー 一.iS
yowa
界でも最上級の良質なオーロラ運動 ・形態t
に関する基礎資料を提供 す るに至っていl
tる
.南極地域における全天カメラ使用によ
るオーロラ観測を実施 している観測基地の
一覧表を表1に 示 し,図1に 昭和基地の全
天カメラ撮影部を,ま た図2に 全天カメラ
によるオーロラ撮影例を示す.
ミ
表L全 天カメラを有する南極基地一覧1
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